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)
 1v)粗結節型
勇粗大結節型
 f胆嚢の大きさン色調艶壷の性状
 等に分類した。
 肝硬変2ア例で櫨肝の表蜘性状は粗大1、1」節型7例,章,小終…節型21例であレ,※
 面が殆んど平治を呈しているもの1例認められた。叉1諦1寺に脾腫を認めたものは9鶴である,,又
 ,肝炎55例のうち小結節型を呈したもの5例,細結雛型ε例であ1フ,大部分は不平型に観し,皮
 膜の肥厚汲.び混濁が認められノこ。慢性肝炎より肝硬変の移行に.ついては内視鏡的には塾i然と1、笠)琉…
 することは困難であった,,又肝左右間葉では内視鏡的に相違を認めるものもある。
 以上の分炎、浸を基とし,臥、1床症状,各種肝機能検査,肝生検に依ろ組織検査と対比した。
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